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協働は組織と組織、セクターとセクターの関係
性を表す言葉で、市民参加を進めるということ
が必ずしも協働を進めるということとイコール
ではありません。協働領域が増えるということ
は、市民が責任を持つ領域が増えることともい
えます。協働を進めるためには、公共分野にお
ける市民と行政の役割分担をきちんとするこ
と、そのためには、行政に任せすぎてきた公共
領域の仕事を市民に分権する『市民分権』とい
う考え方が必要です。 
 
■『協働コーディネーター』の必要性 
行政とNPOの協働政策を立案、実行するため
には、行政とNPOの守備範囲を明確にしたう
えでのパートナーシップに基づく役割分担が不
可欠です。こうした考え方に立てば、NPOと行
政の協働とは、行政が一方的に“支援”するの
ではなく、互いに支援し合うしくみであること
がわかります。 
また、協働とは「市民、ＮＰＯへの分権」ともい
え、そのためには真の行政改革が不可欠です。 
協働を進めるコーディネーター、いわゆる『協
働コーディネーター』は、「地域の人々のつぶ
やきを形に、思いをしくみにする」専門的職能
です。ＮＰＯ研修・情報センターでは『協働コー
ディネーター』養成のための体系だった研修と
「認証制度」を実施しています。山口県でも 
『協働コーディネーター』の人材養成研修がで
きる機会があることを願っています。 
 
 

 

 
県民活動ボランティアフェスティバル2004 特別企画 

県民活動ボランティアフェスティバル2004 
協働ネットワーク事業報告 

つぶやきを形に　思いをしくみに 
世古 一穂 さん　ＮＰＯ研修・情報センター代表理事 

 

きらめき財団から 
『県民活動交流サロン』オープン！！ 
支援センターから 
旬な情報をお寄せください！ 
センターに新スタッフが加わりました！ 

特集 

特別企画 

Close Up／活動団体紹介 

「さぽ～と21」は、・各市役所、町村役場 ・公民館 ・図書館 ・各市町の活動センター ・一部の大型店 ・道の駅 等で配布しています。 
イベント、助成金情報はメールマガジン「さぽ～とメール」にてお届けしています。配信や情報掲載のご希望については、 
お気軽に支援センターまでお問い合わせください。 
 

・厚東見守り隊 
・周南ジャグリングクラブ 
・特定非営利活動法人 萩子どもセンター 
・はまゆう林業グループ 
・盲導犬ボランティア・エールの会 

お知らせ 
 

市民、ＮＰＯ、行政、企業の協働の時代 

 

特定非営利活動法人　NPO研修・情報センター代表理事 

世古 一穂 さん 
１１月１４日の「県民活動ボランティアフェスティバル
2004」にて、世古一穂さん（特定非営利活動法人　
ＮＰＯ研修・情報センター代表理事）による記念講演
が行われました。盛りだくさんのお話の中から、要約
してご紹介します。 
 
■ボランティアとＮＰＯの違い 
ボランティアは個人の概念、ＮＰＯは組織の概
念で、会社員と会社が違うようなものです。Ｎ
ＰＯはボランティアが動きやすくなるための社
会的なしくみです。組織としてのしっかりした
ＮＰＯがあれば、ボランティアは社会活動に自
由に参加したり活動したりできます。多様なテ
ーマで活動する自立したＮＰＯが多様にないと、
ボランティアは行政のお手伝いか、下請けで終

わってしまいがちです。 
 
■市民参加と協働の違い 
市民参加は個人の
行政への参加をい
うのに対して、協
働は組織間の対
等な関係性の概
念です。個人で
ある市民と組
織である行政
との関係につ
いていう場合
は、「行政への
市民参加」と
いう表現をし
ます。 

 

世古 一穂（せこ かずほ）さん 
■特定非営利活動法人 ＮＰＯ研修・情報センター 
　代表理事 
京都市生まれ。 
神戸大学文学部哲学科（社会学専攻）卒業。 
ＮＰＯ法づくりのための「市民活動制度連絡会」の
世話人として特定非営利活動促進法制定に尽力。 
人材養成を専門とした、ＮＰＯを支援するＮＰＯと
して「ＮＰＯ研修・情報センター」を開設、代表理事
として現在に至る。 
「コミュニティ・レストラン R 」ネットワーク代表。 
地方制度調査会審議委員（総務省）等の政府委員
を務める。著書として「協働のデザイン」「市民参
加のデザイン」他多数。 
 



新南陽高校JRC部による実践発表 

3団体の代表によるパネルディスカッション 

貴重な体験を話してくださった岩本晋先生 

各講師の方のお話に皆熱心に耳を傾けていました 

紙芝居を使って介助犬についてわかりやすく講演 

各団体それぞれの催し方で活動内容をPR

いじめのロールプレイ（寸劇）でのひとコマ 

ワークショップの様子 

ワークショップの様子 

フォーラムエピローグでの新庄さんの発表 

みんなで自由に意見交換 

活動事例の発表 

「世界がひとつになるまで～♪」 

会場の参加者も一緒に手話で歌いました 

旗あげアンケートの様子 

見方を変えると味方が増える 

（生涯学習） 

運営　山口県ひとづくり財団 

元気を創りだすそこぢから 
～みんながつながりあう、見つけ出す協働の喜び～ 

第
１
分
科
会 

　ボランティア団体が様々
な活動を展開している中
で、今後、学校や家庭、地
域において人と人、人と
組織、団体同士が交流を
深めながら活動の幅を広
げていくことが求められ
ています。実践発表では、新南陽高校ＪＲＣ部の13名
が、日頃の活動の様子をバルーンアートの実演をま
じえて発表しました。またパネルディスカッションでは、
ボランティア・グループ「とおの山会」、ふれあいの森

なんでも工房、山口子どもの文化
研究会の各代表による発表から、
それぞれの団体の活動のそこぢか
らを感じることができました。 

（ＮＧＯ） 

運営　徳山大学 
　　　ＩＭＡＹＡ（国際医療協力山口の会） 

あなたが作る 
ボランティアの世界 
～自分で作るＮＰＯ・ＮＧＯ～ 

第
３
分
科
会 

　第3分科会では、ベトナ
ムや中国、アフリカ等の国々
と、医療・教育の支援を通
じて交流を行っているＮＧ
Ｏ・ＮＰＯと、山口県内の各
地域で福祉・ボランティア
活動を展開している団体
が、講義形式で発表を行いました。 
　活動を始めたきっかけや実体験を聞くと、実際に
活動する上での喜びや難しさ、熱い思いが伝わって

きました。新しくボランティア活動
を始めたい、また活動の場を作り
たいという人にとって、具体的なイ
メージ作りに役立つ有意義な分科
会でした。 

（県民活動） 

運営　周南市市民活動支援センター 

見てふれて考えよう、 
そして市民活動への一歩を踏み出そう 
～わたしたちのまちをもっと元気にしたい～ 
　　　市民活動グループの活動PR

第
２
分
科
会 

　周南市を中心に市民活
動を行っている20余りの
団体が一堂に会し、日頃
携わっている活動につい
て多くの人達に知っても
らうため、様々な催しが行
われました。 
　写真やイラスト等が盛
り込まれた手作りのパネル展示の前では多くの来場
者が足を止め、団体の人から色々と説明を受けてい
ました。また、講演会場では部屋いっぱいに集まった人々
が各団体による講演を興味深そうに聞き入っていま

した。 
　一般来場者に対するＰＲだけで
なく、参加団体相互の交流もあり、
市民活動のさらなる高まりを予感
させる賑わいでした。 

（子ども支援） 

運営　徳山大学 
　　　ひだまりＣＡＰやまぐち 

子どもと暴力 
～子どもにできること、おとなにできること～ 

第
４
分
科
会 

　この分科会は、いじめ
や虐待など、子どもたち
への暴力を地域の中で防
止するために何ができる
のかを考えたいという思
いから企画されました。
当日は、子どもがあらゆる
暴力から自分を守るため
の人権教育プログラムを県内各地で展開している「ひ
だまりＣＡＰやまぐち」による、ワークショップが行わ
れました。参加者は、「大人」「子ども」それぞれの立
場に立って暴力や人権について話し合いました。 

　また改正児童虐待防止法につい
て徳山大学・家常教授の解説もあり、
大人が「地域の一員」としてできる
ことを共に考えました。 

（県民活動） 

運営　山口県環境生活部県民生活課 

県民活動 
ホッヂポッヂフォーラム・２００４ 
～県民活動のごった煮（ホッヂポッヂ）を作ろう～ 

第
５
分
科
会 

　「第5回やまぐち県民
活動パワーアップ賞」の
受賞団体による活動発表
と、今年度の受賞団体の
特徴に焦点をあてたフォ
ーラムが行われました。
グループに分かれた参加
者は、ワークショップ形式で「子どもが主体的にボラ
ンティアに取り組むためには？」「子どものボランティ
ア活動に高齢者が支援できることは？」という2つの
テーマで話し合い、グループ発表を行いました。 

　意見交換や他団体との交流を通
して、参加者の新しいネットワーク
や活動の広がりのきっかけが生ま
れたように思いました。 

（児童福祉） 

運営　周南市社会福祉協議会 

地域で育てる地域の子 
～学校・地域・家庭・行政が協働して子育てをするために…～ 

第
７
分
科
会 

　現在、子どもたちを取り
巻く環境は大変厳しく、青
少年による犯罪等も増加
しています。このような状
況の中で「それでは今、私
たちに何ができるのか」
をテーマに、学校・地域・
家庭・行政で活躍されている方が一堂に会してパネ
ルディスカッションが行われました。 
　それぞれ立場は違っても「すべての子どもがいき
いきと輝ける環境を」という思いはひとつのはず―。

垣根を取り払い、対等な立場で手
を繋ぐことで、子どもたちの明るい
未来は拓ける！そんな期待感を抱
かせる分科会になりました。 

（障害福祉） 

運営　周南市社会福祉協議会 

サンシャワーバンド＆みかんの花 
ジョイントコンサート 
～音楽が障害のある人に与えし“誇り”に関する一考察 

　　　　　　　　　　／ボランティアが関与したい領域～ 

 

第
６
分
科
会 

　施設のクラブ活動に音
楽を取り入れたひかり苑
の“サンシャワーバンド”。
余暇活動と居場所づくり
に音楽サークルを立ち上
げた“みかんの花”。この
二つのバンドによるジョイ
ントコンサートとミニシン
ポジウムが行われました。音楽活動を通じて、障害の
ある人たちが自分の持つ力を発揮しています。彼ら
の放つメッセージは、共に音楽を楽しむ人々を変えて
いきます。コンサートでは、会場の参加者の表情が次

第ににこやかになっていきました。
障害のある人もない人も一緒にな
って歩いていける、そんな未来を
感じさせる分科会となりました。 

（県民活動） 

運営　特定非営利活動法人　ＮＰＯ研修・情報センター 
　　　特定非営利活動法人　たすけあいねっとわーく 
 

協働のデザイン 
～協働について考えよう～ 

第
８
分
科
会 

　午前中の記念講演の延
長として、『協働コーディ
ネーター』の入門編とな
る分科会でした。 
　ふだん見ているものの
「見方を変える」ことの重
要性や、同じルールの下
に立つことで、社会的立
場をはずして対等な関係が築けることを知りました。
後半はグループで詩をつくり、その過程における合意
形成の3つの方法を実践し、合意形成できた時の喜
びを共有することができました。「参加者の発言や気

づきからお互いに学ぶことができる」
など、講師の世古さんからたくさ
んの視点やヒントをもらい、発見や
驚きの連続でした。 
 

 

 

【プログラム】 

10:00 開会式典 
 やまぐち県民活動きらめき財団理事長表彰 
 企業ボランティア活動促進モデル事業所の公表 
10:30 記念講演『市民、NPO、行政、企業の協働の時代』 
 講師　世古 一穂 氏 
 （特定非営利活動法人 NPO研修・情報センター代表理事） 

12:00 昼食・フリータイム（交流会・展示・体験コーナー） 
13:00 分科会（テーマ別） 
15:00 閉会 
 

11月14日（日）、徳山大学キャンパスにて 
『県民活動ボランティアフェスティバル2004』 
を開催しました。当日の様子をご紹介します。 
 

開会式典では、県民活動団体34団体、個人15名が「やまぐち
県民活動きらめき財団理事長表彰」を受けられ、4事業所が 
「企業ボランティア活動促進モデル事業所」として新たに指
定を受け、紹介されました。 

いえつね 



記念会館 

10号館 

3号館 
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4号館 

1号館 

5号館 
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と
て
も
暑
か
っ
た
８
月
７
日
に
、

周
防
大
島
町（
旧
東
和
町
）で
、「
ま
ち

づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｉ
Ｎ
Ｇ
プ
ラ

ザ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
柳
井
・
大
島

地
区
で
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
で
活
動

し
て
い
る
団
体
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心

と
な
っ
て
企
画
・
運
営
し
ま
し
た
。 

　
地
域
に
お
け
る
県
民
活
動
団
体
の

交
流
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
地

域
を
主
体
的
に
活
発
に
推
進
す
る
た

め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
う
と
共

に
、
県
民
活
動
を
支
援
す
る
拠
点
の

創
設
に
向
け
た
取
組
み
に
も
つ
な
げ

て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、柳
井
・
大

島
地
区
で
活
動
し
て
い
る
団
体
の
パ

ネ
ル
展
示
や
事
例
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
資
金
や
助
成
金
の

使
い
方
、
行
政
や
他
団
体
と
の
交
流
、
地
域
に
密

着
し
た
活
動
な
ど
の
テ
ー
マ
別
に
分
か
れ
、意
見

交
換
や
情
報
交
換
な
ど
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
結
果
を
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
意
見
と
し
て
、市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
柳
井
市
・
大
島

町（
当
時
）に
要
望
し
ま
し
た
。 

　
小
野
田
・
宇
部
地
区
で
は
、様
々
な

市
民
活
動
団
体
や
個
人
が
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
さ
ら
な
る
発

展
の
た
め
に
は
、
お
互
い
に
知
り
あ

い
、
理
解
し
あ
う
事
が
大
切
と
な
り

ま
す
。そ
こ
で
、異
な
る
分
野
の
活
動

を
融
合
す
る
事
で
よ
り
よ
い
活
動
が

出
来
る
か
ど
う
か
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
と
お
し
て
検
討
し
あ
い
ま
し
た
。 

　
ま
ず
は
二
胡
の
演
奏
と
太
極
拳
の

演
技
披
露
で
２
つ
の
融
合
の
す
ば
ら

し
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
を
し
て

お
互
い
の
気
持
ち
を
ほ
ぐ
し
、
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
異
な
る
分
野
を
盛

り
込
ん
だ
事
業
計
画
を
立
て
、
発
表

し
ま
し
た
。
発
表
の
中
に
は
、「
太
極

拳
を
学
び
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
行
こ
う
」と
い

う
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
や
、「
む
ら
・
ま
ち
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
」
な
ど
の
計
画
も
あ
り
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
と
お
し
て
様
々
な
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
出
来
、こ
れ
か
ら
の
活
動
に
き
っ
と
役
立

つ
ヒ
ン
ト
が
み
つ
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

県内の団体の交流や情報交換、ネットワークづくりのために、
今年度は「協働ネットワーク事業」を県内3ヶ所で開催しました。
県内各地で活動をされている団体で実行委員会を設立していた
だき、企画から運営などすべてお願いしました。 
今回の目的は主に交流ですが、各地のリーダーの養成も目的と
しています。また、これを機に地域で協力・連携がなされ、県民活動
が活発になればと思っています。 

各分科会に各分科会に分か分かれディスカッション 

開会式の様子開会式の様子 活動報告に活動報告に聞き入る参加者入る参加者 

アイスブレイクでなでなごやかに 

アイデアを出し合う 
実行委員の皆実行委員の皆さん 二胡二胡と太極拳の融合太極拳の融合 企画立案の企画立案のグループワーク 

お父お父さんと手あそあそび・歌あそあそび 

実行委員会実行委員会を5回開催回開催 熱心に熱心にパネパネルを見る見るお母お母さん 

各分科会に分かれディスカッション 

開会式の様子 活動報告に聞き入る参加者 

事業名 まちづくりネットワークINGプラザ 
日　時 平成16年8月7日（土）10時～15時 
場　所 周防大島町（旧東和町）周防大島文化交流センター 
内　容 団体のパネル展示・事例発表・意見交換会 
実行委員 ＮＰＯ法人周防大島自然体感クラブ 
 ＮＰＯ法人やしろ郷いやしの里・ＮＰＯ法人いろりの家 
 豊笑家倶楽部・かみのせき郷土史学習にんじゃ隊 

ねっとわーきんぐ 

事業名 出会おう！新しい仲間☆作ろう！オモシロ企画 
日　時 平成16年9月25日（土）10時～15時半 
場　所 小野田市　小野田市民館 
内　容 アイスブレイク、グループワーク 
実行委員 エコム環境プランニング、ひだまりＣＡＰ、奏楽 など 

事業名 　と　をつなごうね！萩子育て展 
日　時 平成16年10月23日（土）・24日（日）11時～17時 
場　所 萩市　萩子どもセンター事務所 
内　容 パネル展示、情報コーナー、絵本・手遊び、 
 高校生託児コーナー 
実行委員 NPO法人萩子どもセンター、 
 NPO法人すぎのこジャンボリー委員会、など 

ハート ハート 

アイスブレイクでなごやかに 

アイデアを出し合う 
実行委員の皆さん 二胡と太極拳の融合 企画立案のグループワーク 

お父さんと手あそび・歌あそび 

実行委員会を5回開催 熱心にパネルを見るお母さん 

 

　
萩
・
長
門
地
区
で
は
、子
育
て
支
援

や
子
ど
も
の
健
全
育
成
活
動
を
主
に

し
て
い
る
８
団
体
　
人
が
委
員
と
な

り
、連
携
を
図
り
ま
し
た
。実
行
委
員

会
の
会
議
で
情
報
交
換
や
交
流
を
す

る
中
で
、「
私
の
子
育
て
か
ら
私
た
ち

の
子
育
て
」
に
な
る
よ
う
に
と
企
画

を
立
て
、準
備
を
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
パ
ネ
ル
展
示
や
ビ
デ
オ
上

映
、
子
育
て
マ
ッ
プ
や
子
育
て
情
報

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
お
父
さ
ん
の

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
タ
イ

ム
な
ど
も
あ
り
、盛
況
で
し
た
。地
域

の
高
校
生
に
呼
び
か
け
た
託
児
コ
ー

ナ
ー
に
は
　
人
の
応
募
が
あ
り
、
研

修
を
受
け
た
高
校
生
が
赤
ち
ゃ
ん
や

お
母
さ
ん
た
ち
と
楽
し
く
ふ
れ
あ
う
場
面
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
企
画
は
商
店
街
で

の『
こ
ど
も
ま
つ
り
』と
同
時
開
催
だ
っ
た
の
で
、

相
乗
効
果
で
た
く
さ
ん
の
来
場
者
が
あ
り「
地
域

に
こ
ん
な
に
子
育
て
サ
ー
ク
ル
が
あ
る
ん
だ
ね
！
」

な
ど
と
嬉
し
い
声
が
聞
け
ま
し
た
。子
育
て
の
輪
、

地
域
の
輪
が
広
が
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。 
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高齢者擬似体験 

バッテリーカーと 
ふわふわドーム 

キーホルダーづくり 

新潟県中越地震募金 

ミニＳＬ 

国際交流活動紹介 

パネル展示 

おもちゃの病院 

介護福祉機器の展示 

開会式典 
記念講演 

第8分科会 

第6分科会 

第1・5・7分科会 

第3・4分科会 

第2分科会 

キャンパス内のあちこちで、たくさんの機関・団体
により多彩な催しが行われました。 

○主催　（財）やまぐち県民活動きらめき財団　やまぐち県民活動支援センター 
○共催　徳山大学　（社福）山口県社会福祉協議会　（社福）周南市社会福祉協議会　山口県経営者協会 
　　　　（社）山口県労働者福祉協議会　（財）山口県ひとづくり財団　（財）山口県文化振興財団 
　　　　（財）やまぐち女性財団　（財）山口県国際交流協会　 
○後援　山口県　山口県教育委員会　周南市　周南市教育委員会　 
○協力　中国電力（株） 
 

展示・体験 
コーナー 

企業・勤労者ボランティア 
企業の社会貢献活動・人材バンク及び 
マルチライフ支援事業紹介パネル展示 
高齢者擬似体験車椅子体験 
ミニSL体験乗車・展示 
ふわふわドーム 
バッテリーカー 
クイズ（景品くじ付） 
おもちゃの病院もやってくるよ！！ 
 

運営　山口県経営者協会 
　　　山口県労働者福祉協議会 
　　　山口県ボランティアセンター 

活動ＰＲ・キーホルダーづくり 
 

活動ＰＲ・臓器移植ドナー＆レシピエントキルト展示 

介護体験＆介護機器・用品 
福祉情報機器展示紹介 運営 徳山大学 

運営　山口県共同募金会 
 

運営　山口県腎友会 

活動ＰＲ・きらめきチャリティー 
運営　やまぐち県民活動きらめき財団 

活動ＰＲ・インターネット健康診断 
運営　シニアネットやまぐち・やまぐち健康生きがいづくり推進協議会 

活動展示・徳大生参加の県民活動パネル展示 
運営　遊友会 



やまぐち県民活動パワーアップ賞 
受賞団体を紹介します！ 

厚東見守り隊 
代表者： 縄田　隆博 
 

住　所： 759-0121 
 宇部市厚東棚井上　厚東ふれあいセンター 
連絡先： TEL:0836-62-0049（FAX兼）　 

周南ジャグリングクラブ 
代表者： 藤井　一之 
 

住　所： 745-0056　周南市新宿通1-22 
連絡先： TEL:0834-22-5188 / FAX:0834-22-5189　 
　　　　E-mail:fujii@rentax.jp

はまゆう林業グループ 
代表者： 岡崎　悦子 

住　所： 759-4401 大津郡日置町大字日置上6141-1 
 山口県西部森林組合 日置町グリーンセンター内 
連絡先： TEL:0837-37-2349　 

特定非営利活動法人 萩子どもセンター 
代表者： 石丸　智子 

住　所： 758-0047　萩市大字東田町52番地 
連絡先： TEL:0838-25-7540（FAX兼）　 
　　　　E-mail:hagi_kodomo_center@yahoo.co.jp　　 

盲導犬ボランティア・エールの会 
代表者： 岡村　浩子 
 

住　所： 750-0012　下関市観音崎町4-12 
連絡先： TEL:0832-31-5417（担当：藤井　FAX兼）　 
 E-mail:don-mama.150123-16080@docomo.ne.jp　 

　平成13年、厚東校区のボランティア団体「らぶ
厚東」は、高齢者への気配りの意識を高めるため、
「向こう三軒両隣声かけ運動」を提唱しました。
この運動の中から子ども達を地域が見守り、育て
る発想が生まれ、平成15年に結成されたのが 
『厚東見守り隊』です。　　　　　　　　　　 
　現在約110名の隊員が、それぞれの生活の中で
子ども達に目をかけ、気にかけ、声をかけて、子ども
達を温かく見守っています。今年の4月には児童と
隊員の対面式を行い、世代を越えた交流を楽しみ
ました。 

隊長 縄田さん 

近年子どもを巻き込む犯罪が増え、地域で子
どもを見守る構想が広がっています。 
厚東では約110人の目と地域の目が子どもを
見守り、校区の将来を担う人材育成と、幅広い
世代の交流に努めています。 

 ジャグリング（西洋大道芸）をとおして、達成の
笑顔・遊びの笑顔・応援の笑顔など、さまざまな
笑顔を育て、広げることにより、心豊かな人づく
りを行いたいと、2001年3月に会を結成しました。 
　お祭りやイベントへの参加、大道芸の道具を使
った体験教室やワークショップの開催、福祉施設
や学校の訪問などを行っています。　 
　大道芸を通じて人と人との間にある垣根を取り
外し、心と心の架け橋（ネットワーク）を結ぶこ
とによって、心豊かなまちづくりにつなげたいと
思っています。 

代表　藤井さん 

昨年は大分県でもジャグリングを披露する事
ができました。 
今後はジャグリング技術の一層の向上と笑顔
満開を目指して、様々な方との交流イベントに
参加していきたいと思います。 

　はまゆう林業グループは、昭和62年に林業技術
の習得や地域林業振興を目的に結成し、以来18年
にわたり女性ばかり12名で活動を続けています。 
　主な活動としては、しいたけの栽培やひのきの
間伐の手入れ、小中学校の総合学習の時間に「森
の恵み」を利用したリースやつるかご作りの指導、
炭焼きや竹飯づくりなどの体験活動にも取り組ん
でいます。 
　また、県・町行事への参加を通じて他グループ
との交流および作品の展示・販売、先進地の視察
研修なども実施しています。 

代表 岡崎さん 

これからも会員の融和を第一に、地域の人と
のふれあいを大切にしながら、活動の幅を広
げ、元気をもらい、元気があげられる存在感の
あるグループでありたいと思っています。 

　子どもたちが夢を持って豊かな子ども時代を過ご
せるよう、また、それをサポートする大人の連携を図
れるよう、さまざまな活動をしています。 
　主な活動として、子育て支援（ピヨピヨの会、子育
てミニミニ講座）、子どもの諸活動支援（自主活動、ス
トリートダンス）、舞台鑑賞、子どもと文化に関する活
動支援（影絵の会、ストーリーテリングの会）、などが
あります。 
　子育て環境が大きく変化する中、楽しく子どもと向
き合い、大人も子どもも共に育ちあえる活動、子ども
自身が創造性を発揮できる活動をし、子どもがいき
いきと育つ地域になれるよう努力していきます。 

理事長 石丸さん 

「子どもの笑顔がみたい」 
心の豊かさは心の運動をすることで育ちます。
たくさんの感動や体験によって心の運動をし
ませんか？みなさんの参加をお待ちしていま
す。ホームページ、近日公開します。 

　視覚障害を持ちながらも、盲導犬と共に明るく活
躍している北崎さんという女性に感動を覚え「エー
ル」をもらったという思いから、その姿を皆さんに知
ってもらいたくて、この会を立ち上げました。 
　例えば、「盲導犬が全てを判断してユーザーを導
いているわけではない。あくまで盲導犬の様子を感
じたユーザーが行動の最終判断をしている」といっ
たユーザーや盲導犬に関する実情は、まだまだ知ら
れていません。盲導犬と共に健常者と障害者が一緒
に安心して暮らしていける社会を目指して、これから
も盲導犬に関する啓発活動を行っていきます。 

会のみなさん 

ユーザーにとっては段差や点字ブロック等が
状況判断の材料となります。 
街なかでそういうものがなく状況を判断しか
ねて困っている様子のユーザーを見かけたら、
どうぞ一声かけてあげて下さい。 

「やまぐち県民活動パワーアップ賞」は、
平成12年度にやまぐち県民活動支援セン
ターのオープン1周年を記念して創設され
た知事表彰であり、コミュニティ活動・ボ
ランティア活動・NPO活動などの県民活
動のさらなるパワーアップを願って、毎年
5団体が表彰されています。　 
第5回目となった今年度の受賞団体をご紹
介します。 

10月8日表彰式での記念撮影 

写
真
提
供
・
毎
日
新
聞 
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新南陽高校JRC部による実践発表 

3団体の代表によるパネルディスカッション 

貴重な体験を話してくださった岩本晋先生 

各講師の方のお話に皆熱心に耳を傾けていました 

紙芝居を使って介助犬についてわかりやすく講演 

各団体それぞれの催し方で活動内容をPR

いじめのロールプレイ（寸劇）でのひとコマ 

ワークショップの様子 

ワークショップの様子 

フォーラムエピローグでの新庄さんの発表 

みんなで自由に意見交換 

活動事例の発表 

「世界がひとつになるまで～♪」 

会場の参加者も一緒に手話で歌いました 

旗あげアンケートの様子 

見方を変えると味方が増える 

（生涯学習） 

運営　山口県ひとづくり財団 

元気を創りだすそこぢから 
～みんながつながりあう、見つけ出す協働の喜び～ 

第
１
分
科
会 

　ボランティア団体が様々
な活動を展開している中
で、今後、学校や家庭、地
域において人と人、人と
組織、団体同士が交流を
深めながら活動の幅を広
げていくことが求められ
ています。実践発表では、新南陽高校ＪＲＣ部の13名
が、日頃の活動の様子をバルーンアートの実演をま
じえて発表しました。またパネルディスカッションでは、
ボランティア・グループ「とおの山会」、ふれあいの森

なんでも工房、山口子どもの文化
研究会の各代表による発表から、
それぞれの団体の活動のそこぢか
らを感じることができました。 

（ＮＧＯ） 

運営　徳山大学 
　　　ＩＭＡＹＡ（国際医療協力山口の会） 

あなたが作る 
ボランティアの世界 
～自分で作るＮＰＯ・ＮＧＯ～ 

第
３
分
科
会 

　第3分科会では、ベトナ
ムや中国、アフリカ等の国々
と、医療・教育の支援を通
じて交流を行っているＮＧ
Ｏ・ＮＰＯと、山口県内の各
地域で福祉・ボランティア
活動を展開している団体
が、講義形式で発表を行いました。 
　活動を始めたきっかけや実体験を聞くと、実際に
活動する上での喜びや難しさ、熱い思いが伝わって

きました。新しくボランティア活動
を始めたい、また活動の場を作り
たいという人にとって、具体的なイ
メージ作りに役立つ有意義な分科
会でした。 

（県民活動） 

運営　周南市市民活動支援センター 

見てふれて考えよう、 
そして市民活動への一歩を踏み出そう 
～わたしたちのまちをもっと元気にしたい～ 
　　　市民活動グループの活動PR

第
２
分
科
会 

　周南市を中心に市民活
動を行っている20余りの
団体が一堂に会し、日頃
携わっている活動につい
て多くの人達に知っても
らうため、様々な催しが行
われました。 
　写真やイラスト等が盛
り込まれた手作りのパネル展示の前では多くの来場
者が足を止め、団体の人から色々と説明を受けてい
ました。また、講演会場では部屋いっぱいに集まった人々
が各団体による講演を興味深そうに聞き入っていま

した。 
　一般来場者に対するＰＲだけで
なく、参加団体相互の交流もあり、
市民活動のさらなる高まりを予感
させる賑わいでした。 

（子ども支援） 

運営　徳山大学 
　　　ひだまりＣＡＰやまぐち 

子どもと暴力 
～子どもにできること、おとなにできること～ 

第
４
分
科
会 

　この分科会は、いじめ
や虐待など、子どもたち
への暴力を地域の中で防
止するために何ができる
のかを考えたいという思
いから企画されました。
当日は、子どもがあらゆる
暴力から自分を守るため
の人権教育プログラムを県内各地で展開している「ひ
だまりＣＡＰやまぐち」による、ワークショップが行わ
れました。参加者は、「大人」「子ども」それぞれの立
場に立って暴力や人権について話し合いました。 

　また改正児童虐待防止法につい
て徳山大学・家常教授の解説もあり、
大人が「地域の一員」としてできる
ことを共に考えました。 

（県民活動） 

運営　山口県環境生活部県民生活課 

県民活動 
ホッヂポッヂフォーラム・２００４ 
～県民活動のごった煮（ホッヂポッヂ）を作ろう～ 

第
５
分
科
会 

　「第5回やまぐち県民
活動パワーアップ賞」の
受賞団体による活動発表
と、今年度の受賞団体の
特徴に焦点をあてたフォ
ーラムが行われました。
グループに分かれた参加
者は、ワークショップ形式で「子どもが主体的にボラ
ンティアに取り組むためには？」「子どものボランティ
ア活動に高齢者が支援できることは？」という2つの
テーマで話し合い、グループ発表を行いました。 

　意見交換や他団体との交流を通
して、参加者の新しいネットワーク
や活動の広がりのきっかけが生ま
れたように思いました。 

（児童福祉） 

運営　周南市社会福祉協議会 

地域で育てる地域の子 
～学校・地域・家庭・行政が協働して子育てをするために…～ 

第
７
分
科
会 

　現在、子どもたちを取り
巻く環境は大変厳しく、青
少年による犯罪等も増加
しています。このような状
況の中で「それでは今、私
たちに何ができるのか」
をテーマに、学校・地域・
家庭・行政で活躍されている方が一堂に会してパネ
ルディスカッションが行われました。 
　それぞれ立場は違っても「すべての子どもがいき
いきと輝ける環境を」という思いはひとつのはず―。

垣根を取り払い、対等な立場で手
を繋ぐことで、子どもたちの明るい
未来は拓ける！そんな期待感を抱
かせる分科会になりました。 

（障害福祉） 

運営　周南市社会福祉協議会 

サンシャワーバンド＆みかんの花 
ジョイントコンサート 
～音楽が障害のある人に与えし“誇り”に関する一考察 

　　　　　　　　　　／ボランティアが関与したい領域～ 

 

第
６
分
科
会 
　施設のクラブ活動に音
楽を取り入れたひかり苑
の“サンシャワーバンド”。
余暇活動と居場所づくり
に音楽サークルを立ち上
げた“みかんの花”。この
二つのバンドによるジョイ
ントコンサートとミニシン
ポジウムが行われました。音楽活動を通じて、障害の
ある人たちが自分の持つ力を発揮しています。彼ら
の放つメッセージは、共に音楽を楽しむ人々を変えて
いきます。コンサートでは、会場の参加者の表情が次

第ににこやかになっていきました。
障害のある人もない人も一緒にな
って歩いていける、そんな未来を
感じさせる分科会となりました。 

（県民活動） 

運営　特定非営利活動法人　ＮＰＯ研修・情報センター 
　　　特定非営利活動法人　たすけあいねっとわーく 
 

協働のデザイン 
～協働について考えよう～ 

第
８
分
科
会 

　午前中の記念講演の延
長として、『協働コーディ
ネーター』の入門編とな
る分科会でした。 
　ふだん見ているものの
「見方を変える」ことの重
要性や、同じルールの下
に立つことで、社会的立
場をはずして対等な関係が築けることを知りました。
後半はグループで詩をつくり、その過程における合意
形成の3つの方法を実践し、合意形成できた時の喜
びを共有することができました。「参加者の発言や気

づきからお互いに学ぶことができる」
など、講師の世古さんからたくさ
んの視点やヒントをもらい、発見や
驚きの連続でした。 
 

 

 

【プログラム】 

10:00 開会式典 
 やまぐち県民活動きらめき財団理事長表彰 
 企業ボランティア活動促進モデル事業所の公表 
10:30 記念講演『市民、NPO、行政、企業の協働の時代』 
 講師　世古 一穂 氏 
 （特定非営利活動法人 NPO研修・情報センター代表理事） 

12:00 昼食・フリータイム（交流会・展示・体験コーナー） 
13:00 分科会（テーマ別） 
15:00 閉会 
 

11月14日（日）、徳山大学キャンパスにて 
『県民活動ボランティアフェスティバル2004』 
を開催しました。当日の様子をご紹介します。 
 

開会式典では、県民活動団体34団体、個人15名が「やまぐち
県民活動きらめき財団理事長表彰」を受けられ、4事業所が 
「企業ボランティア活動促進モデル事業所」として新たに指
定を受け、紹介されました。 

いえつね 



記念会館 

10号館 

3号館 

2号館 

4号館 

1号館 

5号館 

6号館 

　
と
て
も
暑
か
っ
た
８
月
７
日
に
、

周
防
大
島
町（
旧
東
和
町
）で
、「
ま
ち

づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｉ
Ｎ
Ｇ
プ
ラ

ザ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
柳
井
・
大
島

地
区
で
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
で
活
動

し
て
い
る
団
体
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心

と
な
っ
て
企
画
・
運
営
し
ま
し
た
。 

　
地
域
に
お
け
る
県
民
活
動
団
体
の

交
流
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
地

域
を
主
体
的
に
活
発
に
推
進
す
る
た

め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
う
と
共

に
、
県
民
活
動
を
支
援
す
る
拠
点
の

創
設
に
向
け
た
取
組
み
に
も
つ
な
げ

て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、柳
井
・
大

島
地
区
で
活
動
し
て
い
る
団
体
の
パ

ネ
ル
展
示
や
事
例
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
資
金
や
助
成
金
の

使
い
方
、
行
政
や
他
団
体
と
の
交
流
、
地
域
に
密

着
し
た
活
動
な
ど
の
テ
ー
マ
別
に
分
か
れ
、意
見

交
換
や
情
報
交
換
な
ど
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
結
果
を
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
意
見
と
し
て
、市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
柳
井
市
・
大
島

町（
当
時
）に
要
望
し
ま
し
た
。 

　
小
野
田
・
宇
部
地
区
で
は
、様
々
な

市
民
活
動
団
体
や
個
人
が
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
さ
ら
な
る
発

展
の
た
め
に
は
、
お
互
い
に
知
り
あ

い
、
理
解
し
あ
う
事
が
大
切
と
な
り

ま
す
。そ
こ
で
、異
な
る
分
野
の
活
動

を
融
合
す
る
事
で
よ
り
よ
い
活
動
が

出
来
る
か
ど
う
か
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
と
お
し
て
検
討
し
あ
い
ま
し
た
。 

　
ま
ず
は
二
胡
の
演
奏
と
太
極
拳
の

演
技
披
露
で
２
つ
の
融
合
の
す
ば
ら

し
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
を
し
て

お
互
い
の
気
持
ち
を
ほ
ぐ
し
、
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
異
な
る
分
野
を
盛

り
込
ん
だ
事
業
計
画
を
立
て
、
発
表

し
ま
し
た
。
発
表
の
中
に
は
、「
太
極

拳
を
学
び
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
行
こ
う
」と
い

う
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
や
、「
む
ら
・
ま
ち
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
」
な
ど
の
計
画
も
あ
り
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
と
お
し
て
様
々
な
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
出
来
、こ
れ
か
ら
の
活
動
に
き
っ
と
役
立

つ
ヒ
ン
ト
が
み
つ
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

県内の団体の交流や情報交換、ネットワークづくりのために、
今年度は「協働ネットワーク事業」を県内3ヶ所で開催しました。
県内各地で活動をされている団体で実行委員会を設立していた
だき、企画から運営などすべてお願いしました。 
今回の目的は主に交流ですが、各地のリーダーの養成も目的と
しています。また、これを機に地域で協力・連携がなされ、県民活動
が活発になればと思っています。 

各分科会に各分科会に分か分かれディスカッション 

開会式の様子開会式の様子 活動報告に活動報告に聞き入る参加者入る参加者 

アイスブレイクでなでなごやかに 

アイデアを出し合う 
実行委員の皆実行委員の皆さん 二胡二胡と太極拳の融合太極拳の融合 企画立案の企画立案のグループワーク 

お父お父さんと手あそあそび・歌あそあそび 

実行委員会実行委員会を5回開催回開催 熱心に熱心にパネパネルを見る見るお母お母さん 

各分科会に分かれディスカッション 

開会式の様子 活動報告に聞き入る参加者 

事業名 まちづくりネットワークINGプラザ 
日　時 平成16年8月7日（土）10時～15時 
場　所 周防大島町（旧東和町）周防大島文化交流センター 
内　容 団体のパネル展示・事例発表・意見交換会 
実行委員 ＮＰＯ法人周防大島自然体感クラブ 
 ＮＰＯ法人やしろ郷いやしの里・ＮＰＯ法人いろりの家 
 豊笑家倶楽部・かみのせき郷土史学習にんじゃ隊 

ねっとわーきんぐ 

事業名 出会おう！新しい仲間☆作ろう！オモシロ企画 
日　時 平成16年9月25日（土）10時～15時半 
場　所 小野田市　小野田市民館 
内　容 アイスブレイク、グループワーク 
実行委員 エコム環境プランニング、ひだまりＣＡＰ、奏楽 など 

事業名 　と　をつなごうね！萩子育て展 
日　時 平成16年10月23日（土）・24日（日）11時～17時 
場　所 萩市　萩子どもセンター事務所 
内　容 パネル展示、情報コーナー、絵本・手遊び、 
 高校生託児コーナー 
実行委員 NPO法人萩子どもセンター、 
 NPO法人すぎのこジャンボリー委員会、など 

ハート ハート 

アイスブレイクでなごやかに 

アイデアを出し合う 
実行委員の皆さん 二胡と太極拳の融合 企画立案のグループワーク 

お父さんと手あそび・歌あそび 

実行委員会を5回開催 熱心にパネルを見るお母さん 

 

　
萩
・
長
門
地
区
で
は
、子
育
て
支
援

や
子
ど
も
の
健
全
育
成
活
動
を
主
に

し
て
い
る
８
団
体
　
人
が
委
員
と
な

り
、連
携
を
図
り
ま
し
た
。実
行
委
員

会
の
会
議
で
情
報
交
換
や
交
流
を
す

る
中
で
、「
私
の
子
育
て
か
ら
私
た
ち

の
子
育
て
」
に
な
る
よ
う
に
と
企
画

を
立
て
、準
備
を
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
パ
ネ
ル
展
示
や
ビ
デ
オ
上

映
、
子
育
て
マ
ッ
プ
や
子
育
て
情
報

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
お
父
さ
ん
の

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
タ
イ

ム
な
ど
も
あ
り
、盛
況
で
し
た
。地
域

の
高
校
生
に
呼
び
か
け
た
託
児
コ
ー

ナ
ー
に
は
　
人
の
応
募
が
あ
り
、
研

修
を
受
け
た
高
校
生
が
赤
ち
ゃ
ん
や

お
母
さ
ん
た
ち
と
楽
し
く
ふ
れ
あ
う
場
面
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
企
画
は
商
店
街
で

の『
こ
ど
も
ま
つ
り
』と
同
時
開
催
だ
っ
た
の
で
、

相
乗
効
果
で
た
く
さ
ん
の
来
場
者
が
あ
り「
地
域

に
こ
ん
な
に
子
育
て
サ
ー
ク
ル
が
あ
る
ん
だ
ね
！
」

な
ど
と
嬉
し
い
声
が
聞
け
ま
し
た
。子
育
て
の
輪
、

地
域
の
輪
が
広
が
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。 
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16

高齢者擬似体験 

バッテリーカーと 
ふわふわドーム 

キーホルダーづくり 

新潟県中越地震募金 

ミニＳＬ 

国際交流活動紹介 

パネル展示 

おもちゃの病院 

介護福祉機器の展示 

開会式典 
記念講演 

第8分科会 

第6分科会 

第1・5・7分科会 

第3・4分科会 

第2分科会 

キャンパス内のあちこちで、たくさんの機関・団体
により多彩な催しが行われました。 

○主催　（財）やまぐち県民活動きらめき財団　やまぐち県民活動支援センター 
○共催　徳山大学　（社福）山口県社会福祉協議会　（社福）周南市社会福祉協議会　山口県経営者協会 
　　　　（社）山口県労働者福祉協議会　（財）山口県ひとづくり財団　（財）山口県文化振興財団 
　　　　（財）やまぐち女性財団　（財）山口県国際交流協会　 
○後援　山口県　山口県教育委員会　周南市　周南市教育委員会　 
○協力　中国電力（株） 
 

展示・体験 
コーナー 

企業・勤労者ボランティア 
企業の社会貢献活動・人材バンク及び 
マルチライフ支援事業紹介パネル展示 
高齢者擬似体験車椅子体験 
ミニSL体験乗車・展示 
ふわふわドーム 
バッテリーカー 
クイズ（景品くじ付） 
おもちゃの病院もやってくるよ！！ 
 

運営　山口県経営者協会 
　　　山口県労働者福祉協議会 
　　　山口県ボランティアセンター 

活動ＰＲ・キーホルダーづくり 
 

活動ＰＲ・臓器移植ドナー＆レシピエントキルト展示 

介護体験＆介護機器・用品 
福祉情報機器展示紹介 運営 徳山大学 

運営　山口県共同募金会 
 

運営　山口県腎友会 

活動ＰＲ・きらめきチャリティー 
運営　やまぐち県民活動きらめき財団 

活動ＰＲ・インターネット健康診断 
運営　シニアネットやまぐち・やまぐち健康生きがいづくり推進協議会 

活動展示・徳大生参加の県民活動パネル展示 
運営　遊友会 



編集後記 
ボランティアフェスティバルでは、県内
各地で活躍される団体さんの盛り上
がりと、周南市で活動されている団体
さんの多さ、徳山大学の学生さんの
清々しい対応など、「すごい！」と思う
場面がたくさんあり、うれしい気持ち
になりました。 

再生紙を使用しています。 

さぽ～と21 （きらめき通信 第11号） 2004.12

『県民活動交流サロン』オープン！！ 

（12/29～1/3） 

山口市にあるパルトピアやまぐち（防長青年館）内に、
「県民活動交流サロン」が11月5日オープンしました。
椅子・机・ホワイトボードなどを設置しています。 
県民活動団体の交流、会議などにご活用ください。 
年末年始（12/29～1/3）を除く、毎日9時～21時までご利用
できます。 
 

山口県庁 
● 

至山口駅 

●山口市民会館 

●山口中央郵便局 

山口市役所● 

県立美術館● 

県立博物館● ●自治会館 

●教育会館 

●県立図書館 

（財）やまぐち県民活動きらめき財団 
やまぐち県民活動支援センター 

社会福祉会館4階  

月曜日・祝日・年末年始を除く毎日 
 
火～金曜日 9：00～21：00／土・日曜日 9：00～17：00

やまぐち県民活動支援センター 利用時間のご案内 

国道9号 至小郡 至益田 

県道204号 至小郡 至益田 

パ
ー
ク
ロ
ー
ド 

県合同庁舎 
● 

※事前に予約が必要です。 
　ご予約・お問い合わせは、やまぐち県民活動支援センターまでお願いします。 
　TEL:083-934-4666 
 

センターに新スタッフ 
が加わりました！ 
 
10月1日より、支援センターに 
新しくスタッフが加わりました。 
今後ともよろしくお願いいたし 
ます。 

旬な情報をお寄せください！ 
 
支援センターでは、県民活動団体の皆さんが開催されるイベントの
情報や、活動に役立つ助成金情報、その他、県民活動に関することな
どの“旬”な情報を掲載したメールマガジン「さぽ～とメール」を 
発行しています。 
皆さんが開催されるイベントや講習会、イベント時のボランティア募
集などを、「さぽ～とメール」を使ってＰＲされませんか？ 
また、やまぐち県民活動スーパーネット（ホームページ）上でもＰＲして 
いただくことができますので、こちらも併せてご活用下さい。 
皆さんからの情報をお待ちしています。 
 
※「さぽ～とメール」への掲載は、原則として支援センター 
　に団体情報をご登録いただいている団体の皆さんからの 
　情報とさせていただいています。 
※情報の掲載には、「さぽ～とメール」の発行に合わせて締 
　切を設けていますので、お早めにお問い合わせ・お申し込 
　みをお願いします。 

 
「さぽ～とメール」への掲載・配信、団体情報登録に関する 
お問い合わせは支援センターまで。（TEL：083-934-4666） 
 

パルトピアやまぐち 
県民活動交流サロン 

パルトビアやまぐち（防長青年館） 


